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REX-ET60 は、RS-232C 信号を TCP/IP プロトコルに変換するコンバーターです。 

RS-232C インターフェイスを備えており、シリアル通信機器と接続し、ネットワーク

上に配置してデータ通信を行うことができます。 

また、本製品を対向通信することにより PC を介さずに RS-232C 機同士を通信させる

ことも可能です。 

※ TCP Server/TCP Client モードの設定については「第 2 章(2-3) ConfigTool ネット 

ワーク設定」をご参照ください。 

 

■ PC 上からネットワーク上の RS-232C 機器を制御 (TCP Server モード)  

 

■ ネットワーク上の RS-232C 機器同士を通信 (TCP Server/TCP Client モード) 

TCP Serverモード(出荷時設定) 

TCP Serverモード(出荷時設定) 

TCP Client モード 
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(1-1) 製品仕様 

ハードウェア仕様 

項  目 仕  様  内  容 

インターフェイス RS-232C  EIA/TIA-232-F Standards準拠 

Ethernet IEEE802.3(10Base-T) 

IEEE802.3u(100Base-TX) 

半二重/全二重(自動判別) 

RS-232C トランシーバー EXAR SP3232EBE 

TCP/IP コントローラー WIZnet W5100 

Ethernet コネクタ RJ-45 ×1 

RS-232C 接続コネクタ D-Sub9Pin(オス)×1 

通信プロトコル TCP/IP/MAC/DHCP 

RS-232C 入出力レベル 【ドライバー】 

ハイレベル出力：+5V(min)/+5.4V(TYP)          

ローレベル出力：-5V(min)/-5.4V(TYP) 

【レシーバー】 

入力電圧範囲：-15V(min.) ～ +15V(max.) 

RS-232C 通信方式 非同期通信 

RS-232C 通信パラメーター データビット長：7/8 

ストップビット：1(固定) 

パリティ   ：None/Even/Odd 

フロー制御  ：なし 

ハードウェア RTS/CTS、DTR/DSR 

ソフトウェア XON/XOFF 

RS-232C 通信速度 1200/2400/4800/9600/19200/38400/57600 

115200 bps 

伝送距離 Ethernet 100m 

外形寸法 約 86.2(L)× 89.5(W)× 24.0(H) [mm] 

(突起部を除く) 

重量 約 205g(本体のみ) 

電源電圧 DC +5V 

消費電流 200mA 以下 

動作環境 温度：0～55℃ 

湿度：20～80%(ただし結露しないこと) 
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ソフトウェア仕様 

項  目 仕  様  内  容 

REX-ET60 ConfigTool Ethernet 接続設定を行う。 

シリアルポートの設定を行う。 

COM エミュレート 

ドライバー(RATOC VSP) 

本製品を仮想 COM ポートに割り当てる。 

通信サンプルプログラム RS-232C 送受信を行う。(COM モード/Socket モード) 

(ソースコード添付) 

対応 OS Windows 11 / 10 / 8.1 / 8 / 7 / Vista / XP(SP3)   

※32-bit/64-bit 両対応 

(1-2) 添付品 

   ご使用前に下記添付品が添付されているかをご確認願います。 

☑ REX-ET60 本体 

 ☑ 電源アダプター 

 ☑ 補足文書(REX-ET60 マニュアル・設定ツール ダウンロードについて) 

 ☑ 保証書 

(1-3) コネクタピンアサインについて 

各信号のコネクタピンアサイン及び機能は 

下表のようになります。 

 

ピン番 信号名 説  明 

1 NC 未接続 

2 RxD データ受信 

3 TxD データ送信 

4 DTR 端末レディ 

5 GND グランド 

6 DSR データセットレディ 

7 RTS データ送信要求 

8 CTS データ送信可能 

9 NC 未接続 

 

※  DCD/RI の機能は使用できません。 

※  フロー制御は製品本体内で自動的に行なわれます。(Win32 通信 API での制御はできません) 

D-Sub9pin オス型 

1 2 3 4 5 

 
6 7 8 9 

インチネジ 

#4-40 
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(1-4) 各部名称 
 

本製品の各部名称について説明します。 

 

              【上面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

LED について 

LED 動作 発光色 

Ethernet Link 点灯：ネットワーク上に正常に接続されている。 

消灯：ネットワーク上に正常に接続されていない。 

緑色 

Power 点灯：本製品へ電源供給されている。 

消灯：本製品へ電源供給されていない。 

赤色 

 

 

(1-5) 初期化手順について 

 本製品を工場出荷時の設定に初期化する場合、リセットスイッチを 10 秒以上押

し続けます。 

AC 電源コネクタ 

リセットスイッチ 

RJ-45 コネクタ 

【RJ-45 コネクタ側】 【RS-232C コネクタ側】 

RS-232C コネクタ 
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※TCP Server モードで使用時のみ利用します。 
本製品を仮想 COM ポートに割り当てる場合は「第 3 章」へ 

 
 
 

 (2-1) 本製品の導入手順 

本製品を使用する前に、使用 PC がネットワークに接続されていることを確認し、

以下の手順に従って準備を行います。 
１．本製品をネットワークに接続し電源を入れる。 
２．REX-ET60 ConfigTool をインストールし、ネットワーク設定とシリアル通信 

設定を行う。 
３．RATOC VSP をインストールし、本製品を仮想 COM ポートに割り当てる。 
    ※TCP Server モードで使用時のみ利用します。 
４．機器と接続し通信する。 

 
 

 
 
 
 
 

   
IP アドレス/ポート番号の割り当て設定と、シリアル通信設定を行ないます。 
「第 2 章」へ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．REX-ET60 ConfigTool をインストールし、ネットワーク設定と 
  シリアル通信設定を行う。 

3 ．RATOC VSP をインストールし、本製品を仮想 COM ポートに割り当てる。

１．本製品をネットワークに接続し電源を入れる。 

4 ．RS-232C 機器と接続し通信する。 



第 2 章 本製品との接続と設定について                          Page.2-2 

●REX-ET60 ConfigTool のダウンロード 

ホームページ右上の検索欄に「ET60 ダウンロード」と入力し検索します。 
https://www.ratocsystems.com/ 

 
  
下記ダウンロードページへのリンクをクリックします。 

 
表示されたページの「REX-ET60 ネットワーク/シリアル設定ユーティリティ」 
をダウンロードします。 

 

 (2-2) REX-ET60 ConfigTool のインストール 

ホームページよりダウンロードした Setup.exe をダブルクリックします。 
「Microsoft .NET Framework 4  
Client Profile (x86 and x64)」がインス

トールされていない環境では右の画面

が表示されますので、「Accept」をクリ

ックし、ダウンロード・インストール

を行います。 
 
右の画面が表示されない場合は、以下

の手順に従いREX-ET60 ConfigToolの
セットアップを行います。 
 
 
 
「Next」をクリックします。 
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インストール先のフォルダーを選択し

「Next」をクリックします。 
 
[Everyone] -- この PC を使用している

すべてのユーザーが使用する場合。 
 
[Just me] -- 現在使用中のユーザーの

み使用する場合。 
 
 
 
「Next」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユーザーアカウント制御の画面が表示

される場合は「はい」をクリックしま

す。 
 
 
 
 
 
以上でインストールは完了です。 
「Close」をクリックします。 
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(2-3) ConfigTool ネットワーク設定 

ConfigTool を起動すると[ネットワーク]タブが選択された画面が表示されます。 
ここでは、本製品を検出しネットワークの確認・設定を行ないます。 
 
【本製品の初期設定値】 
IP アドレスの設定方法：手動 
ローカル IP アドレス：192.168.11.2  ポート番号：5000 
サブネットマスク：255.255.255.0 
デフォルトゲートウェイ：192.168.11.1 
オペレーションモード：TCP Server 
 
[検索]をクリックし本製品を検出します。 

 
 

パスワードを入力し「確認」をクリックします。(パスワードの初期設定値は ratoc ) 
※ 検出できない場合、Wi-Fi や仮想ネットワークなど他のネットワークを一旦無効 

にしてから本ツールを再起動して検出されるかをご確認ください。 
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本製品が検出されると、サーチ結果一覧に MAC Address が表示されます。 
また、本製品に割り当てられた IP アドレス/ポート番号/サブネットマスク/ 
デフォルトゲートウェイ/オペレーションモードが表示されます。 
設定を変更する場合は、設定変更後に[設定]をクリックします。 
 

 
 
[手動] -- IP アドレスを固定で指定する場合に選択します。 
 
[DHCP] -- IP アドレスを DHCP サーバーから自動で取得する場合に選択します。 
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オペレーションモード 

 

 
・TCP Server (出荷時設定) 
  -- 本製品を上記構成の DCE 側(デバイス側)に接続する場合に設定します。 
 

DTE 側 (ホスト側) 

 
 
 
 
                  DCE 側 (デバイス側) 

Ehternet 

REX-ET60 (TCP Server)

RS-232C 機器

 
 
 
 

DTE 側 (ホスト側)                      DCE 側 (デバイス側) 

通常の RS-232C 構成 

RS-232C 機器
RS-232C ケーブル
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・TCP Client 
  -- 本製品を前ページ構成の DTE 側(ホスト側)に接続する場合に設定します。 

接続できる DTE 機器は、WindowsPC・PLC・DTE 機能を持ったシリアル機器 
など、OS の種類や搭載/非搭載に依存しません。 

 
接続先にTCP Serverモードに設定したREX-ET60の IPアドレスとポート番号 
を指定することで、REX-ET60(TCP Server モードと TCP Client モード)に接続 
した RS-232C 機器同士の通信が可能となります。 
(TCP Server モードについては前ページをご参照ください) 

 
上記設定画面での例 
 

   
 

 

Ehternet 

REX-ET60 [TCP Server] 
(192.168.11.2 ポート番号 5000)

REX-ET60 [TCP Client] 
(192.168.11.2 ポート番号 5000) 

※接続先に REX-ET60 (TCP Server)の 

 192.168.11.10 ポート番号 5000 を指定 

RS-232C 機器

RS-232C 機器

DTE 側(ホスト側) 

DCE 側(デバイス側) 
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(2-4) ConfigTool シリアル設定 

 [シリアル]タブを選択するとシリアル通信設定の画面が表示されます。 
ここでは、シリアル通信設定の確認・設定を行ないます。 

 
以下の設定を変更する場合は、設定変更後に[設定]をクリックします。 
 
[COM ポート設定] -- 各通信パラメーターを設定します。  
(※ 本製品はここで設定した通信プロパティで動作します。) 
【初期設定値】 
ボーレート：57600 
データビット：8 
パリティー：NONE 
ストップビット：1 
フロー制御：NONE 

 
[シリアルから Ethernet へのデータ送出タイミング] 
(「0」指定時はこの設定は使用されません。) 
・ 時間 -- 指定時間シリアルバッファー内に新しいデータが受信されない場合、 

シリアルバッファー内のデータが Ethernet へ送出されます。 
(初期設定値：0) 

・ 受信データサイズ -- シリアルバッファー内に指定サイズのデータが受信される 
とシリアルバッファー内のデータがEthernetへ送出されま 
す。(初期設定値：0) 

・ 受信キャラクター -- 指定したキャラクターが受信されると、受信バッファー内 
のデータが Ethernet へ送出されます。(初期設定値：00) 
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(2-5) ConfigTool オプション設定 

 [オプション]タブを選択すると接続設定と各種パスワード設定の画面が表示され 
ます。 
ここでは、接続切断までの時間、”keep-alive”パケット送信間隔、検索パスワードの

確認・設定を行ないます。 

 
 
以下の設定を変更する場合は、設定変更後に[設定]をクリックします。 
 
[タイマー間隔] 
・ 切断までの時間 -- 指定時間データ転送がなければ接続が切断されます。 

         (初期設定値：0) 
・ “keep-alive”送信間隔 -- 指定時間転送がなければ”keep-alive”パケットが 

送信されます。(初期設定値：20) 
 
[検索パスワード] -- [検索]で検索時のパスワードを、半角英数文字で 8 文字までで 

設定します。(初期設定値：ratoc)
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(2-6) ファームウェアアップデート方法 

ここでは、本製品のファームウェアアップデート方法について説明を行ないます。 
 

ファームウェアをアップデートする本

製品を[MAC Address]欄より選択し、

[ファーム更新]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
書き込むファームウェアを選択しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ファームウェアの書き込みに成功する

と「Firmware upgraded successfully!」
と表示されます。 

 

 

 
本体のリセットボタンを 10 秒以上押し続けてください。 
 
以上でファームウェアのアップデートは完了です。 
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第 2 章で本製品への設定後、ホームページよりダウンロードした COM ポートエミ

ュレートドライバー(COM ポート割り当てツール/RATOC VSP)にて、本製品に割り

当てられた IP アドレス/ポート番号を仮想 COM ポートへ割り当てることができます。 

● RATOC VSP のダウンロード 

ホームページ右上の検索欄に「ET60 ダウンロード」と入力し検索します。 
https://www.ratocsystems.com/ 

 
  
下記ダウンロードページへのリンクをクリックします。 

 

表示されたページの「COM ポートエミュレートドライバー RATOC VSP」 
をダウンロードします。 
 

(3-1) RATOC VSP のインストール 

ダウンロードした RATOCVSP.msi を実行します。 
「.NET Framework version 4.0」がイン

ストールされていない環境では、右の画

面が表示されますので「Yes」をクリック

し、ダウンロード・インストールを行い

ます。 
「.NET Framework version 4.0」がイン

ストールされている場合は、以下の手順

に従い RATOC VSP のインストールを行

います。 
 
 
「Next」をクリックします。 
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「I Agree」を選択し「Next」をクリック

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
インストール先を選択し「Next」をクリ

ックします。 
 
[Everyone] -- この PC を使用しているす

べてのユーザーが使用する場合。 
 
[Just me] -- 現在使用中のユーザーのみ

使用する場合。 
 
 
「Next」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユーザーアカウント制御の画面が表示さ

れる場合は「はい」をクリックします。 
 
 
 
 
以上でインストールは完了です。 
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「Close」をクリックします。 
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(3-2) COM ポートへの割り当て 

RATOC VSP を起動します。 
「ユーザーアカウント制御」の画面

が表示される場合は「はい」をクリ

ックします。 
 
 
 
 
初回起動時はコマンドプロンプト画

面が表示されますが、RATOC VSP
が起動するまで、そのまま待ちます。

 
 
 
 
 
 
 
 
右画面が表示される場合は、OS を再

起動します。 
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【COM ポートへ割り当てる手順】 
 
 
1. REX-ET60 にチェックを入れま

す。 
([TCP ポート番号]に「5000」が

自動的に設定されます。) 
 
【自動で検索する場合】 
[自動]を選択し「検索」をクリッ

クします。 
 
 
 

REX-ET60 を選択した場合は、

検索用パスワードの入力が必要

です。 
初期設定値は「ratoc」となりま

す。 
(パスワードの変更方法について

は「(2-5) ConfigTool オプション

設定」をご参照ください。) 
 
  検出されると、[リモート IP／ホ

スト名]に製品の IP アドレスが

表示されますので、 
「リストに追加」をクリックし

ます。 
 
  ※ [自動]では 4 台までの検索と

なります。 
同一ネットーワーク上に 5 台

以上接続している場合につい

ては「第 5 章 Appendix」を

ご参照ください。 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

製品の IP アドレスを自動で検索する方法と、手動で入力する方法があります。 
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【手動で入力する場合】 
  [手動]を選択し、あらかじめ確 

認しておいた製品の IP アドレ 
スを入力し 
「リストに追加」をクリックし

ます。 
 
 
 
 
 
 
2. [シリアルポート番号]を選択し

「COM ポート作成」をクリックし

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. RATOC VSP の左欄に仮想 COM
ポートの情報が追加されます。 
 
※ 本製品の IPアドレスをDHCPサ

ーバーより動的に割り当ててい

る場合、IP アドレスが変更され

ることがあります。 
IP アドレスが変更されている場

合は、「(3-3) 設定の編集」をご参

考に再設定を行ってください。 
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仮想 COM ポートが追加されると、

デバイスマネージャーの 
[ポート(COM と LPT)]に 
[ELTIMA Virtual Serial Port 
(COMxx)]が追加されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ [ポート(COM と LPT)]に追加 

されていない場合 
 

[Virtual Serial Ports 7 (Eltima 
Software)]の下に追加される場合も

同様にご使用いただけます。 
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(3-3) 設定の編集 

作成済み設定の[リモート IP／ホスト名] [シリアルポート番号]を変更することがで

きます。 
 
1. [編集]タブをクリックし、 
「(3-2) COM ポートの割り当て」と

同様に製品を検索します。 
 
検出された製品を選択し 
「リストに追加」をクリックします。

 
 
 
 
 
 
2. 使用しない設定はリストより削

除します。 
 
(リスト内には 1 つの IP アドレスで

の運用を推奨します。) 
 
 
 
 
 
 
3. 「更新」をクリックすると変更し

た内容に更新されます。 
 
(シリアルポート番号を変更する場

合は、COM ポート番号も変更した

後に「更新」をクリックします。) 
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(3-4) その他の機能 

RATOC VSP の[接続設定]の機能について説明します。 

 
[シリアルポートの Read 権限] 
All -- 同一の COM ポート番号に複数の IP アドレスがリスト登録されている場合、 

すべての製品でデータ受信します。(初期設定値) 
None -- 同一の COM ポート番号に複数の IP アドレスがリスト登録されている場 

合、すべての製品がデータ受信しません。 
Only first -- 同一の COM ポート番号に複数の IP アドレスがリスト登録されてい 

る場合、リストの一番上に登録されている製品のみデータ受信します。 
 
[シリアルポートの Write 権限] 
All -- 同一の COM ポート番号に複数の IP アドレスがリスト登録されている場合、 

すべての製品でデータ送信します。(初期設定値) 
None -- 同一の COM ポート番号に複数の IP アドレスがリスト登録されている場 

合、すべての製品がデータ送信しません。 
Only first -- 同一の COM ポート番号に複数の IP アドレスがリスト登録されてい 

る場合、リストの一番上に登録されている製品のみデータ送信します。 
 

[“Keep alive”送信間隔] -- ”Keep alive”パケットの送信間隔を指定します。 
            (初期設定値：チェックなし) 
[応答がない場合の間隔] -- “Keep alive”パケットに対して応答がない場合に、指定 

した時間間隔で“Keep alive”パケットを送信します。 
[指定時間通信がなければ切断する] -- 指定時間”Keep alive”パケット送信に対する

応答がない場合に、”Keep alive”パケットの

送信を停止します。 
(初期設定値：チェックなし) 
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ホームページよりダウンロードした通信サンプルアプリケーション 
(REX-ET60_terminal.exe)では、「TCP/IP」「COM ポート」の 2 通りの接続方法で 
通信が可能です。 

● REX-ET60 通信サンプルアプリケーションのダウンロード 

ホームページ右上の検索欄に「ET60 ダウンロード」と入力し検索します。 
https://www.ratocsystems.com/ 

 
  
下記ダウンロードページへのリンクをクリックします。 

 

表示されたページの「REX-ET60 通信サンプルアプリケーション」をダウンロード 
します。 
 

(4-1) 通信サンプルアプリケーションについて 

通信サンプルアプリケーションを起動する

と、パスワード入力画面が表示されますので、

パスワードを入力し「OK」をクリックします。

(工場出荷時のパスワードは「ratoc」となって

います。) 
 
パスワードは「(2-5) ConfigTool オプション設

定 [検索パスワード]」で変更することができ

ます。 
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■ TCP/IP で接続の場合 
IP アドレス/MAC アドレスの一覧から通信を行うデバイスを選択し「TCP/IP で 
接続」をクリックすると、データを送受信する画面が表示されます。 

※ TCP/IP 通信を行うには、本製品の IP アドレスを同じネットワークに所属させてお

く必要があります。(出荷時の IP アドレスは”192.168.11.xxx”) 

   

 
■ COM ポートで接続の場合 

本製品に割り当てられた COM ポート番号(第 3 章「(3-2) COM ポートへの割り当て」

参照])を選択し「COM ポートに接続」をクリックすると、データを送受信する画面

が表示されます。 
※ 本サンプルアプリケーションは、本製品専用となります。 
※ 通信パラメーターの設定は ConfigTool にて行います。(第 2 章「(2-4) ConfigTool シ

リアル設定」参照) 
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本章では、その他の設定方法や追加内容について説明します。 

(5-1) 5 台以上接続時の COM ポート設定方法 

同一ネットワークに本製品が 5 台以上接続している場合、RATOC VSP では検出

できる台数が 4 台までとなっておりますので、未検出となった製品を手動で設定す

るか、または以下の様に設定する必要があります。(6 台接続時を例に説明します。) 
 
■ 自動検索で設定する場合 
4 台分(①～④)の電源を ON にし、RATOC VSP で検出・設定します。 
 

 
 
 
次に、設定済みの①～④の電源を OFF にし、RATOC VSP で検出・設定します。 
 

 

① 

⑥⑤

② ③ ④

電源 OFF 

電源 ON

電源 ON 

電源 OFF① 

⑥⑤

② ③ ④



 
 
                                                  ラトックシステム株式会社 

                                              

 製品に対するお問い合わせ 

 

REX-ET60 の技術的なご質問やご相談の窓口を用意していますのでご利用ください。 

 

 

ラトックシステム株式会社 

I&L サポートセンター 

〒550-0015 

大阪市西区南堀江 1-18-4 Osaka Metro 南堀江ビル 8F 

TEL 06-7670-5064 

FAX 06-7670-5066 

<サポート受付時間> 

月曜－金曜（祝祭日は除く）AM 10:00 - PM 1:00 

                              PM  2:00 - PM 5:00 

 

また、インターネットのホームページでも受け付けてい

ます。 

HomePage  https://www.ratocsystems.com 

 

 個人情報取り扱いについて 

ご連絡いただいた氏名、住所、電話番号、メールアドレス、その

他の個人情報は、お客様への回答など本件に関わる業務のみに利

用し、他の目的では利用致しません。 

 

 ご注意  

 

本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

本書の内容につきましては万全を期して作成しましたが、万一ご不審な

点や誤りなどお気づきになられましたらご連絡願います。 

本製品および本製品添付のマニュアルに記載されている会社名および製

品名は、各社の商品または登録商標です。 

運用の結果につきましては、責任を負いかねますので、予めご了承願い

ます。 



 

FAX：06-7670-5066 

 

 

 

 

●下記情報をご記入願います。 

法 人 登 録

の方のみ 

会社名・学校名  

所属部署  

ご 担 当 者

名 

 

E-Mail  

住所 〒 

 

TEL  FAX  

製品型番  シリアル№  

ご 購 入 情

報 

販売店名  ご購入日  

 

●下記運用環境情報とお問い合わせ内容をご記入願います。 

【パソコン/マザーボードのメーカー名と機種名】 

 

【ご利用の OS】 

 

【接続機器】 

 

【お問合せ内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【添付資料】 

 

 

 個人情報取り扱いについて 

ご連絡いただいた氏名、住所、電話番号、メールアドレス、その他の個人情報は、お客様

への回答など本件に関わる業務のみに利用し、他の目的では利用致しません。 

REX-ET60 質問用紙 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

RATOC Systems, Inc. All rights reserved. 


	表紙
	もくじ
	第1章 はじめに
	(1-1) 製品仕様
	(1-2) 添付品
	(1-3) コネクタピンアサインについて
	(1-4) 各部名称

	第2章 本製品との接続と設定について
	(2-1) 本製品の導入手順
	(2-2) REX-ET60 ConfigToolのインストール
	(2-3) ConfigToolネットワーク設定
	(2-4) ConfigToolシリアル設定
	(2-5) ConfigToolオプション設定
	(2-6) ファームウェアアップデート方法

	第3章 COMポートへの割り当て
	(3-1) RATOC VSPのインストール
	(3-2) COMポートへの割り当て
	(3-3) 設定の編集
	(3-4) その他の機能

	第4章 通信サンプルアプリケーション
について
	(4-1) 通信サンプルアプリケーションのダウンロード


	第5章 Appendix

	(5-1) 5台以上接続時のCOMポート設定方法


	FAX質問用紙


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /OK
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




